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A03a CTAで探る宇宙線の起源：RX J1713.7−3946のガンマ線シミュレーション
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宇宙線の発見から１００年余りが経った今なお，その起源の探索が観測・理論研究の両面から続けられている．
目下最大の焦点は，銀河系内宇宙線の最高エネルギー 3× 1015 eV (knee) に迫る陽子の加速を捉えることにある．
若く TeV ガンマ線で明るい超新星残骸 (SNR) が，その発生源として最有力視されている．もし，陽子が加速さ
れていれば，SNR に付随する星間ガスとガンマ線放射の空間分布は概ね一致する.

RX J1713.7−3946 は，年齢 1,600 年の若い SNR であり，TeV ガンマ線やシンクロトロン X線で非常に明る
いという特徴を持つ．我々はこれまでに，星間ガス分布 (分子＋原子) とガンマ線分布の比較研究を行い，両者の
良い空間一致を示した (Fukui, Sano et al. 2012)．これは現時点で knee に最も近い宇宙線陽子の加速を捉えた
ことになる．さらなる詳しい検証を行うには，より高分解能・高感度のガンマ線データの取得が欠かせない．

今回我々は，高い空間分解能と感度を有する次世代ガンマ線望遠鏡Cherenkov Telescope Array (CTA) を用い
た際に，RX J1713.7−3946 から期待されるガンマ線放射の特性 (空間分布やスペクトルの時間変動等) を，簡単
なモデルをもとに見積もった．本講演ではその結果について紹介するとともに，今後の展望について論じる．


